
主な内容
○商工連だより

会長・県知事「年頭のごあいさつ」
商工労働企業対策調査会と商工会長との意見交換研修会
ニッポン全国物産展2016
商工会全国大会
�青年部・女性部全国組織化50周年式典
第18回青年部・女性部全国大会福島大会

○お知らせ

消費税軽減税率対策補助金�受付延長
悩まず�どんとこい労働相談
もったいない完食ミッション�おおいた30・10運動

○シリーズ「地域の逸品」

大分水産有限会社
「おんせん県おおいたの温泉で育った純国産の『温泉うなぎ』」 表紙写真：佐伯市鶴見「九州最東端�鶴御崎自然公園�―�鶴御埼灯台�―」

九州最東端に位置する鶴御崎自然公園。海抜200mの絶壁に鶴御埼灯台があります。鶴御埼
灯台は昭和56年（1981年）に完成、点灯しました。鶴御崎自然公園は、季節ごとに椿・ツツ
ジ・ノジギク・デイゴなどの花々が咲きます。鶴御埼灯台から少し歩くと九州最東端の展望
台もあり、四季折々の散策には絶好の場所です。最近は、幸せの鐘を鳴らすカップルが増え
ています。また、九州で最初の初日の出を見ようと、元旦には多くの人々で賑わいます。
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商
工
会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
二
十
九
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
四
月
に
発
生
し
ま
し

た
熊
本
・
大
分
地
震
に
よ
り
、
県

内
商
工
会
地
域
で
も
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
地
震
発
生
直
後

よ
り
、
多
方
面
か
ら
様
々
な
ご
支

援
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
商
工
連
と
い
た
し
ま
し
て
も

今
後
も
大
分
の
完
全
復
興
に
向
け

て
全
力
で
支
援
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
中
国

を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
新
興
国

等
の
景
気
減
速
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
問
題
な
ど
、
海
外
経
済
の
不
透

明
性
が
懸
念
さ
れ
つ
つ
も
、雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
し
、
景
気
の
緩

や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
へ
の
不

安
か
ら
個
人
消
費
や
企
業
の
投
資

は
、低
迷
し
た
ま
ま
で
す
。
特
に
、

地
域
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
、
経
営
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
問
題
と
い
っ
た
事
業
継
続

が
困
難
に
な
る
厳
し
い
経
営
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

に
よ
り
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
様
々
な
振
興
策
・
支
援
策
が
講

じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
、
今
一
度
、
自
身
の
経
営
を
見

つ
め
直
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

改
良
、
機
械
設
備
の
新
た
な
導
入

な
ど
、
事
業
者
の
経
営
力
向
上
を

目
指
す
動
き
が
全
国
に
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
伴

走
型
支
援
を
徹
底
し
、
会
員
の
持

続
的
発
展
を
図
る
為
、
職
員
と
と

も
に
会
員
自
ら
が
経
営
計
画
を
策

定
・
実
行
・
検
証
す
る
こ
と
で
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
継
続
的
な

経
営
改
善
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
今
、
商
工
会
地
域

で
未
曾
有
の
自
然
災
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
事
の
際
、

地
域
経
済
団
体
と
し
て
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
経

営
支
援
拠
点
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
住
民
に
対
す
る
生

活
支
援
拠
点
と
し
て
も
機
能
で
き

る
よ
う
組
織
力
の
強
化
を
絶
え
ず

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
商
工
会
員
並
び
に

関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
繁
栄
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商

工
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
常
日
頃
か
ら
、
地
域
経
済
の

振
興
や
県
勢
の
発
展
に
多
大
な
ご

尽
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
県

内
一
部
地
域
で
の
道
路
等
へ
の
被

害
に
加
え
、
風
評
被
害
に
よ
り
、

観
光
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

経
済
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
が
、「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
等

の
各
種
施
策
の
効
果
も
あ
り
、
着

実
に
復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
。
心

配
さ
れ
た
県
内
景
気
も
復
興
に
伴

い
回
復
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
流

れ
を
し
っ
か
り
と
後
押
し
す
る
た

め
に
は
、
今
年
３
年
目
を
迎
え
る

大
分
県
長
期
総
合
計
画
「
安
心
・

活
力
・
発
展
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」

の
取
組
を
加
速
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

特
に
「
活
力
」
の
分
野
で
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
第
４
次
産
業
革
命
の

幕
開
け
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
な

ど
、
活
力
が
活
力
を
呼
ぶ
好
循
環

を
創
造
し
ま
す
。

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
大
切

な
の
は
、
地
方
創
生
で
す
。
県
で

は
「
①
人
を
大
事
に
し
、
人
を
育

て
る
、
②
仕
事
を
つ
く
り
、
仕
事

を
呼
ぶ
、
③
地
域
を
守
り
、
地
域

を
活
性
化
す
る
、④
基
盤
を
整
え
、

発
展
を
支
え
る
」
を
柱
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

嬉
し
い
こ
と
に
、
来
年
に
は
国

民
文
化
祭
と
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
、
そ
の
翌
年
に
は
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
本
県
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
等
、
人
を
呼

び
込
む
材
料
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
成
功
さ
せ
、
地
方
創

生
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

伴
走
型
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
商
工
会
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
商

工
会
連
合
会
、
そ
し
て
会
員
皆
様

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
地
方
創

生
の
牽
引
役
と
し
て
、
一
層
力
を

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

結
び
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合

会
並
び
に
各
商
工
会
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

大
分
県
商
工
会
連
合
会

会　

長　

森
竹　

治
一

大
分
県
知
事　

広
瀬　

勝
貞

年頭のご挨拶

➋

商工連だより



11 月 25 日（金）から 11 月 27 日（日）までの３日間、東京池袋サンシャインシティで、ニッポン全国物産展が開

催されました。

この物産展は、地域資源や伝統技術を活かした新しい商品づくりなど地域の特色を活かした産品を全国から集め、

消費者や流通業者などに対して幅広く紹介し、市場開拓等を支援するとともに、地域中小・小規模事業者の商品展開

力・販売力向上を図ることにより、地域経済の活性化を図ることを目的としています。

本物産展は、日本最大級の物産展であり、北は北海道から南は沖縄まで全国 361 の事業者が池袋サンシャインシティ

に集合し、特産品販売・ご当地おやつランキング・ご当地フードコートに出展しました。会場には全国から集まった

特産品などを求めて、家族連れを中心に、若者からお年寄りまで多くの来場者で賑わい、３日間で約 15 万人の来場

者が訪れました。

県内の商工事業者からは９事業者の出展があり、首都圏の消費者や流通関係者に向け自慢の商品の販売や商談を行

い、昨年を超える売上をあげました。

ニッポン全国物産展 2016

「
商
工
労
働
企
業
対
策
調
査
会
と
商
工
会
長
と
の

意
見
交
換
研
修
会
」
を
開
催

十
二
月
六
日
、
県
内
の
商
工
会
長
は
、
大
分

県
議
会
自
民
党
会
派
の
商
工
労
働
企
業
対
策
調

査
会
と
意
見
交
換
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
商
工
会
に
よ
る
経
営
改
善
普

及
事
業
、
及
び
地
域
振
興
事
業
の
取
組
み
事
例

等
を
通
じ
て
商
工
会
の
役
割
や
活
動
内
容
等
を

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
等

を
受
け
課
題
の
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
商
工
会
や
会
員
企
業
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望
等
も
行
い
、
今
後

の
商
工
会
活
動
の
充
実
、
強
化
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
例
発
表
で
は
、
日
出
町
商
工
会
の

会
員
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
フ
ク
ミ
ヤ
電
子
代

表
取
締
役　

豊
岡
健
太
氏
に
よ
る
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品　

ダ
イ
バ
ー
ス
ー
ツ
用
ウ
ォ
ー
マ
ー
開

発
」
へ
の
挑
戦
と
、
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
の
川

津
経
営
指
導
員
に
よ
る

「
経
営
発
達
支
援
計
画
の

取
組
と
個
社
支
援
」
に
つ

い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

発
表
後
は
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
、
議
員

の
方
々
は
、
高
い
関
心
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見

交
換
で
は
、
は
じ
め
に
、

森
竹
会
長
か
ら
商
工
連
の
要
望
、
続
い
て
二
人

の
商
工
会
長
か
ら
現
在
取
組
ん
で
い
る
事
業
報

告
や
商
工
会
と
し
て
の
要
望
等
が
述
べ
ら
れ
、

古
手
川
調
査
会
長
か
ら
商
工
会
と
し
て
の
要
望

に
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会場の様子 大分県ブースの様子

㈱フクミヤ電子　豊岡健太氏

川津経営指導員 古手川会長挨拶の様子

商工連だより
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制
定
さ
れ
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
様
々
な
振
興
策
・
支
援
策
が
講
じ

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上
を
目

指
す
動
き
が
全
国
津
々
浦
々
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、昨
今
、我
々

商
工
会
地
域
で
未
曾
有
の
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
事

の
際
、
地
域
経
済
団
体

と
し
て
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
経
営
支
援
拠
点
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

住
民
に
対
す
る
生
活
支

援
拠
点
と
し
て
も
機
能

で
き
る
よ
う
組
織
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
と
し

て
安
倍
内
閣
総
理
大
臣

（
代
理　

萩
生
田
官
房

副
長
官
）、
林
経
済
産

業
大
臣
（
代
理　

松
村

副
大
臣
）、
高
田
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
理

事
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

商
工
会
は
、
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
並
び
に
小
規
模
企
業
支
援
法
の

主
旨
に
沿
っ
て
、
地
域
で
事
業
を
営

む
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
寄

り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
実
践
す
る

と
と
も
に
、
地
域
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
地
方
経
済
の
再
生
、
地
方
創

生
に
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
で
地
域
課
題
の
解
決
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

大
会
で
は
次
の
６
項
目
に
つ
い
て
決

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅰ　

地
域
経
済
に
波
及
効
果
の
あ
る

経
済
対
策
の
実
施

Ⅱ　

経
済
の
持
続
的
成
長
を
支
え
る

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
の
大

幅
拡
充

Ⅲ　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

主
役
の
地
方
創
生
の
実
現

Ⅳ  

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

活
力
に
資
す
る
税
制
・
社
会
保

障
の
実
現

Ⅴ　

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
・
大
分

地
震
等
へ
の
対
応

Ⅵ　

商
工
会
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
充
実

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
》

優
良
商
工
会
（
１
）

　

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会

事
業
推
進
優
良
商
工
会
（
３
）

⑴
55
周
年
特
別
枠
部
門

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

の
活
用
（
１
）

　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

⑵
会
員
福
祉
共
済
部
門

会
員
数
に
対
す
る
純
増
割
合
の

上
位
５
県
連
が
推
薦
す
る
５
商

工
会
（
１
）

九
重
町
商
工
会

⑶
商
工
貯
蓄
共
済
部
門

平
成
27
年
度
の
保
有
口
数
の
純

増
上
位
３
商
工
会
（
１
）

杵
築
市
商
工
会

役
員
功
労
者
（
９
）

　

中
野　
　

廣
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

中
畑　

孝
之
（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会

）

　

吉
弘　

貞
子（
日
出
町
商
工
会
）

　

浅
野　

健
治（
日
出
町
商
工
会
）

　

柿
本　

光
之（
日
出
町
商
工
会
）

　

江
藤　

壽
彦（
由
布
市
商
工
会
）

　

田
中　

建
次（
由
布
市
商
工
会
）

　

下
田　

健
進（
豊
後
大
野
市
商
工
会
）

　

冨
松　

万
平
（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会

）

平
成
28
年
度
む
ら
お
こ
し
特
産
品

コ
ン
テ
ス
ト　

審
査
員
特
別
賞

株
式
会
社
お
お
い
た
姫
島

地
方
経
済
の
再
生
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る

第
56
回
商
工
会
全
国
大
会

11
月
17
日
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
商
工
会

関
係
者
約
３
千
人
が
一
堂
に
会

し
、
第
56
回
商
工
会
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
大
会
会
長
の

石
澤
全
国
連
会
長
は
、「『
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
』
が
２
年
前
に

第 56 回商工会全国大会
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ご利用ください！
信用保証

http://www.oita-cgc.or.jp/

ニーズに応じた保証制度を
ご用意しています！

©光プロダクション

つながる人　広がる未来

これからも地域とともに

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

と
大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

は
、11
月
８
日
（
火
）、９
日
（
水
）

に
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国

組
織
化
50
周
年
記
念
式
典
・
第
18

回
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国

大
会
福
島
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。今

回
は
全
国
組
織
化
50
周
年
記

念
式
典
と
し
て
、
青
年
部
と
女
性

部
合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。当

日
は
、
全
国
よ
り
５
０
０
０

名
を
超
え
る
青
年
部
・

女
性
部
員
が
集
ま
り
、

会
場
内
は
活
気
に
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
大
分
県
か

ら
は
合
わ
せ
て
32
人
が

参
加
し
、
し
っ
か
り
と

学
び
、
ま
た
、
全
国
の

仲
間
た
ち
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
主
張
大
会

で
は
、
普
段
聞
く
こ
と

の
な
い
お
互
い
の
取
り

組
み
を
聞
く
こ
と
で
、

大
い
に
刺
激
を
受
け
、

新
た
な
活
動
へ
の
ヒ
ン

ト
を
得
ら
れ
た
よ
う
で

し
た
。

次
年
度
の
全
国
大
会
は
、
青
年

部
が
沖
縄
県
、
女
性
部
は
岐
阜
県

で
例
年
通
り
そ
れ
ぞ
れ
で
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
部
員
の
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
県
女
性
連
は
東
日
本
大

震
災
で
被
災
に
あ
っ
た
、
福
島
県

い
わ
き
市
の
被
災
地
を
視
察
。
ま

だ
ま
だ
完
全
復
興
に
は
至
っ
て
い

な
い
地
域
で
、
語
り
部
の
方
よ
り

当
時
の
様
子
、
復
興
へ
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
講
演
を
聞
き
、
復

興
ま
で
の
大
変
な
「
想
い
」
を
改

め
て
感
じ
る
視
察
と
な
り
ま
し

た
。

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国
組
織
化
50
周
年
記
念
式
典

第
18
回
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国
大
会
福
島
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

「大分県商工青年同友会」加入のご案内
大分県商工青年同友会は地域および商工会組織の活性化に、次代を担うリーダーとして活躍された青年部 OB

の方々の、さらなる活動の場として平成 21 年３月に設立されました。
現在会員は全県で 26 名、事業内容は会員の資質・経営能力の向上に関すること、会員相互の親睦・情報交換に

関すること、視察研修等を中心に活動しています。 
また、平成 26 年度からは、同友会長が県青連会長・県女性連会長と同様に、商工連の理事を務めることとなり、

同友会自体の存在意義がより一層高まってきています。
随時、会員を募集していますので、ご興味のある方は所属商工会にお問い合わせください。特に最近青年部を

卒部された方で、商工会との関わりが急になくなってしまい、物足りなさを感じている方には、ぜひともご加入
いただければと思います。

なお、年会費は 5,000 円、対象は 41 歳以上 55 歳以下の原則青年部経験者となっております。

全国大会開会式典

青年部集合写真 女性部集合写真

➎
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消費税軽減税率対策補助金（レジ補助金）受付期間延長
平成 28 年 11 月 18 日に消費増税延期法が成立し、消費税率の 10％への引上げ及び軽減税率の導入が平成 31 年

10 月１日からとなりました。
これを受け、標記補助金の申請受付期間が平成 30 年１月 31 日まで延長となりました。

◆延長後の受付期間
類　　型 導入期間（補助対象期間） 申請受付期間

Ａ型（Ａ１～Ａ４） 平成 30 年１月 31 日（水）まで （導入後）平成 30 年１月 31 日（水）※消印日

Ｂ１型
交付決定後から
平成 30 年１月 31 日（水）
（同日までに完了報告要）

事前申請及び、改修・入替後の完了報告を
平成 30 年１月 31 日（水）
※消印日

Ｂ２型 平成 30 年１月 31 日（水）まで （導入後）平成 30 年１月 31 日（水）※消印日

※平成 28 年３月 29 日以降の導入が対象になります（変更なし）。

◆お問い合わせ先　軽減税率対策補助金事務局　申請窓口（http://kzt-hojo.jp/）
　　　　　　　　TEL 0570-081-222　　９：00 ～ 17：00（土・日・祝除く）

『悩まずどんとこい労働相談』
大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、労働条件などの労使間

トラブルについて、電話、来所での相談を無料でお受けします。秘密
は厳守されます。お気軽にご相談ください。

【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行政機関です。】

１　期間
平成 29 年２月１日（水）～２月７日（火）

２　受付時間
平　日 ９時～ 20 時（来所の受付は 18：30 まで）
土・日 ９時～ 17 時（来所の受付は 16：00 まで）
※土・日曜日の来所の場合の出入り口は県庁舎本館裏玄関

３　相談の方法

（１） 電話相談 097-536-3650（相談専用ダイヤル）
　　 　　　　 097-506-5251
　　 　　　　 097-506-5241

（２） 来所相談 大分県労働委員会事務局
　　 　　　　 （大分県庁舎本館７階）

なお、この期間以外でも、平日（９時～ 17 時）であれば、随時労働

相談を受け付けています。

ご存知ですか？
個人情報を事業に活用する

すべての事業者に個人情報保護法が
適用されます。

平成27年９月に個人情報保護法が改正されました。

これにより、平成27年９月９日（公布日）から２年以

内の政令で定める日以降は、顧客や従業員の個人情報

（氏名、電話番号、住所等）を紙面やパソコンで名簿化

して事業に活用しているすべての事業者は、個人情報

保護法のルールに沿った個人情報の取扱いが求めら

れます。

準備を
始めましょう！ もうすぐですね！

大分県　生活環境部　うつくし作戦推進課 環境教育・リサイクル推進班

幹事さんへのお願い

①　 参加者の性別や年齢、好みをお店
に伝え、適量を注文してね。

②　 乾杯後（開始後）30分間は、席
を立たずにしっかり食べる時間を
作ってね。

③　 料理がたくさん残っているテーブ
ルから、少ないテーブルへ料理を
分けてね。大皿料理の残りは小分
けにして食べやすくしてね。

④　 お開き前10分間は、席に戻って
食べきる時間を作ってね。

お知らせ
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● ● ● ● ● ● 商工貯蓄共済 ● ● ● ● ● ●

お申込み、お問合わせはお近くの商工会へ

貯蓄・融資・生命保障の3つを組み合わせた商工会会員のための共済制度です。
本制度の内容をご理解頂きまして全会員のご加入をお待ちしております。
なお、満期を迎えるご契約者様につきましても、引き続きのご加入（更新）についてご検討を
お願いいたします。

●加入資格　商工会の会員・家族・従業員で年齢が6歳から70歳までの健康な方
　　　　　　（10年満期は65歳まで）
●掛　　金　掛金は１口当たり月額2,000円（モデル1.6）、月額2,500円（モデル4）です。

毎月の掛金は、その大部分が貯蓄積立金となります。
急な資金が必要な時、積立金の一部を払い出すことができます。

特徴①
ためる 貯蓄

事業資金および消費関連資金として融資が受けられます。特徴②
かりる 融資

万一の場合に備え、生命保険がセットされています。特徴③
安　心 保障

ご契約更新のメリット！！
Point 1 現在の保障内容が継続できます！

Point 2 告知や診査等は不要です！

Point 3 病気や入院中の方でも更新可能です！

Point 4 満期更新割引制度（満期基準掛金の 2分の 1を割引する制度）
が適用されます。※ 10年満期商品に加入した場合にのみ適用

※更新とは、商工貯蓄共済の共済期間が満了したときに、健康状態に関係なく原則として
　それまでの保険金額の範囲内で保障を継続できる制度のことです。

第
１
８
３
回

一
級
合
格
お
め
で
と
う

11
月
20
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
た
検
定
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。今

回
は
89
人
が
受
験
し
、
44
人
が
合

格
。
そ
の
中
で
満
点
合
格
者
３
人
、
１

級
合
格
者
は
３
人
で
し
た
。
難
関
で
あ

る
１
級
合
格
者
の
市
町
村
名
、
氏
名
等

を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

豊後大野市
朝地小学校　５年生

久保平華音さん

国東市
安岐中央小学校　６年生

木下　桃香さん

九重町
北山田小学校　６年生

野田莉々子さん

お知らせ

➐



1
月
号
V
o
l.2
8
8

大分水産有限会社
所在地：大分県杵築市大字猪尾680番地2
電　話：0978-63-3070
ＦＡＸ：0978-63-0845
Ｈ　Ｐ：http://www.bungo-fugu.com

お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
の
温
泉
で
育
っ
た

　

純
国
産
の
『
温
泉
う
な
ぎ
』

大
分
水
産
有
限
会
社
は
水
産
養
殖
・
加
工
販
売
業
と
し
て
平
成
16
年
に
杵
築
市
で
創
業
し
、
現
在

は
高
級
魚
の
う
な
ぎ
・
ふ
ぐ
・
ク
エ
の
養
殖
・
加
工
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
現
在
は
う

な
ぎ
の
養
殖
・
加
工
販
売
に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
温
泉
う
な
ぎ
」
と
し
て
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

「
温
泉
う
な
ぎ
」
は
県
内
の
河
川
で
採
捕
し
た
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
を
、杵
築
市
の
軟
水
の
天
然
温
泉
（
か

け
流
し
）
に
オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
入
れ
て
殺
菌
し
た
養
殖
池
で
７
か
月
～
２
年
か
け
て
飼
育
し
、
自
社
で

加
工
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
軟
水
の
温
泉
で
飼
育
す
る
こ
と
で
「
皮
が
軟
ら
か
く
お
い
し
い
」
と
お

客
様
か
ら
も
好
評
で
、
日
本
ギ
フ
ト
大
賞
２
０
１
６
の
大
分
賞
、
杵
築
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
る
な

ど
高
い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

【
温
泉
う
な
ぎ
の
美
味
し
さ
の
秘
密
】

秘
密
そ
の
１　

養
殖
の
プ
ロ
も
絶
賛
の
温
泉
水

軟
水
温
泉
に
オ
ゾ
ン
ガ
ス
を
入
れ
て
殺
菌
・
浄
化
を
行
っ
て
お
り
、
う
な
ぎ
養
殖
歴
40
年
の

方
が
「
こ
ん
な
き
れ
い
な
水
で
鰻
を
飼
っ
て
い
る
所
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
感
心
す
る
く
ら

い
の
水
質
で
す
。
そ
の
為
、“
水
造
り
”
と
い
わ
れ
る
水
質
管
理
や
養
鰻
用
の
薬
剤
等
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
的
な
養
鰻
場
で
は
「
泥
抜
き
」
が
必
要
で
す
が
、
き
れ
い
な
水
で
育
っ

て
い
る
当
社
の
う
な
ぎ
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

秘
密
そ
の
２　

美
味
し
さ
の
決
め
手
は
「
エ
サ
」

天
然
の
う
な
ぎ
が
食
べ
る
小
魚
や
小
エ
ビ
を
飼
料
に
入
れ
て
、
朝
夕
２
回
与
え
ま
す
。

エ
サ
代
は
通
常
の
養
鰻
場
よ
り
割
高
に
な
り
ま
す
が
、
程
よ
く
脂
が
の
っ
て
、
し
っ
か
り
と

し
た
旨
味
を
持
つ
う
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。

秘
密
そ
の
３　

こ
だ
わ
り
の
炭
火
手
焼
き
と
自
家
製
秘
伝
の
タ
レ

備
長
炭
の
遠
赤
焼
き
に
よ
り
、
一
匹
ず
つ
手
作
業
で
焼
き
上
げ
ま
す
。
職
人
が
手
焼
き
す
る

こ
と
で
皮
ま
で
こ
ん
が
り
絶
妙
な
焼
き
上
が
り
と
な
り
、
ふ
っ
く
ら
香
ば
し
く
ぷ
る
ぷ
る
の
食

感
を
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
う
な
ぎ
や
近
海
で
獲
れ
た
小
魚
の
エ
キ
ス
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
自

家
製
秘
伝
の
タ
レ
を
使
用
す
る
蒲
焼
は
贅
沢
の
極
み
で
す
。

安
全
・
安
心
そ
し
て
味
と
質
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
抜
い
た
の
が
『
温
泉
う
な
ぎ
』
で
す
。

当
社
イ
チ
オ
シ
の
「
温
泉
う
な
ぎ
の
白
焼
き
」
は
う
な
ぎ
本
来
の
旨
み
、
香
り
が
楽
し
め
る
一
品

で
す
。

わ
さ
び
醤
油
は
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ン
酢
で
食
べ
る
の
も
絶
品
で
す
！

ご
注
文
は
当
社
Ｈ
Ｐ
、
お
電
話
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

「
温
泉
う
な
ぎ
」
を
是
非
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日 
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